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　ポストゲノム時代に於けるバイオサイエンスの主流の一つはファンクショナルグライコミクスであると言わ
れる。われわれ多細胞生物では細胞の表層は細胞膜糖たんぱく質や糖脂質がもつ糖鎖で覆われていて、これらの
糖鎖が細胞の手としてアンテナとして細胞間相互作用や外界情報の検出のために働いている。実際に細胞膜たん
ぱく質が細胞生物学的な、或いは細胞社会学的な機能を発揮するためには、それらが置かれた環境下で適切な糖
鎖で修飾されることが必要である。こうした糖鎖の構造を解析し、またそれら糖鎖による修飾が本来のたんぱく
質の機能にどのような影響を与えるかを究明し、さらには目的に応じた二二の改変と、それによる細胞機能の修
飾をも図ろうとするのがファンクショナルグライコミクス（機能糖鎖解析）である。
　糖質は核酸、たんぱく質と共に生体を構成する3大要素の1つであるのに長い間栄養学的意義以外は顧みられ
なかった。1960年代になって細胞表面を形作る糖たんぱく質や糖脂質がもつ糖鎖の細胞社会学的意義が注目を集
めるようになった。癌化に伴う糖鎖不全説が一世を風靡したのも1960代末期である。しかし弊衣破帽をまとった
癌細胞ばかりでなく、一見紳士風の癌細胞もあるから、糖鎖が規定する細胞表面特異性だけで一回忌に癌化を考
えることは出来ないものの、細胞表面糖鎖が細胞増殖制御に影響を与え得ることが示されて二二の細胞社会学的
研究に大きなインパクトを与えた。その後、糖鎖の細胞社会学的機能の解析は容易ではなかった。糖鎖構造には
糖残基間のグリコシド結合がα結合かβ結合か、隣接糖残基のどの水酸基と結合するかなど、ペプチドや核酸の
構造に比べてすこぶる大きな多様性が存在する。従って多様な細胞表面特異性を形成するには丁丁は最も適して
いる一方で、ファンクショナルグライコミクスで最も基本的な二二の分離と構造の解明は、糖質の取扱いの難し
さと糖鎖の多様性の故に、従来有機化学的にも最も困難な領域の一つであった。近年物理化学的また免疫化学的
手法などの導入成功もあり、方法論が確立されて来た。そこで構造解析の知見を基にして、糖鎖遺伝子を細胞に
導入し、細胞をある特定の構造の糖鎖で修飾した時に起こる細胞機能の変化を調べるという研究の進展が期待さ
れている。糖鎖遺伝子とは糖たんぱく質、糖脂質などの糖鎖を合成する糖転移酵素をコードしている遺伝子であ
るが、現在300種類ほどあると予想される三十遺伝子のクローニングが進行しつつあり、我国の得意の分野でも
ある。こうした糖鎖遺伝子による細胞糖鎖の修飾は形態形成、再生、免疫、癌化、さらには脳の高次機能発現な
どにも影響するから、将来の臨床応用にもつながるものであろう。
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